
第９回から第１０回までの再生会議結果 
平成１８年３月２８日 

 
第 
９ 
回 
会 
議 

【平成１７年１２月２７日・浦安市民プラザＷave１０１】 
● 前回会議で、県から三番瀬再生会議に諮問した市川市塩浜護岸改修事

業に係る事業計画書（案）に対する答申について協議が行われた。 
個別の審議内容については以下のとおり 

 
１ 第１回から第８回再生会議の結果について 
  資料に基づき確認した。 
２ 三番瀬再生計画について 
○ 吉田副会長から提案いただいた事業計画書（案）の修正案をもとに
議論が進められ、「モニタリング調査」及び「順応的管理」の項目に

ついて追加を求める答申をすることで了承された。 
○ 同事業に係る実施計画書（案）については、事業内容に「評価・検
討 順応的管理」を追加し、再生事業の実施に伴う三番瀬への影響を

評価する委員会の早期設置を求める意見を付すこととなった。 
○ 市川市塩浜１丁目護岸については、老朽化が著しいことを踏まえ、
漁港整備のあり方等を含めて、別途検討を進めていく必要があること

を確認した。  
３ 報告事項について   
資料に基づき報告した。 

○ 市川市塩浜護岸改修事業に係る事業計画（案）についてパブリック 
コメントを１１月３０日から１２月２０日まで実施した結果、２２名 
から意見の提出があり、これらの意見に対する県の考え方については 
後日公表する旨、報告した。 
○ 三番瀬自然環境データベース事業については、次回、補足資料を配
布することとなった。 

◎ 会長のまとめ・意見 
○ 事業計画書（案）に対する答申は、１２月２８日付けで行う。 
○ 再生会議は、個別の検討委員会で検討された具体的な内容をできる 
かぎり尊重していく立場にあるので、個別の検討委員会での議論を十 
分に尽くしていただきたい。   

4 県からの報告事項   次回の再生会議は１月２０日とする。 
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第 
10 
回 
会 
議 

【平成１８年１月２０日・船橋市民文化創造館（きららホール）】 
● 県から市川市塩浜護岸改修事業に係る事業計画を確定した旨、報告し

た。また、三番瀬再生計画（事業計画）の策定の進め方（案）を説明

し、議論いただいた。概要は以下のとおり 
 
１ 第１回から第９回再生会議の結果について 
  資料に基づき確認した。会議資料の簡素化を図るため、次回以降は 
 直近２回分を資料配布することとなった。 
２ 三番瀬再生計画について 
（主な意見） 
○パブリックコメントについては、三番瀬再生会議として内容を把握

した上で、意見を述べることができるように実施時期等を再検討され

たい。 
 ○円卓会議から三番瀬の再生を実現するための第１歩として提案した 
具体的施策（三番瀬再生計画案Ｐ161～162）について、県の検討状況 
を説明されたい。 
○ 三番瀬の変化とその因果関係を踏まえて、三番瀬の自然再生に不可 
欠な事業は調整に時間を要するものであっても第１次事業計画に位置

付ける必要がある。 
３ 報告事項について   
資料に基づき報告した。 

◎ 会長のまとめ 
●事業計画全体が見えにくいので、円卓会議から提案したアクション

プランと県が第１次事業計画に位置付けようとしている事業との関

係、取捨選択の理由を整理した上で、次回会議で事業計画の枠組みを

改めて議論する。 
●第１次事業計画期間で取組を予定している２２の事業のうち、事業

計画（案）として具体的に提示できるものは手続きを進めてもよい。 
●三番瀬に関連する漁業者団体、自治体あるいは、県議会で構成され

る各種会議についても三番瀬の再生に重要な関わりがあるので、これ

らの会議での議論の経過につき、三番瀬再生会議への的確な情報提供

をお願いする。 
4 県からの報告事項 次回の再生会議は３月２８日とする。 

 


